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東病棟カンファレンス記録

平成　18年　12月　16日（土）　　　　　　　　司会　小泉　彰　　　記録　小泉　彰

	藤原
	松橋
	横浜
	北城
	高橋(則)
	山田
	田中
	高橋(正)
	鈴木
	橘

	○
	準
	欠
	深
	準
	研
	休
	A留守
	休
	深

	小泉
	太田
	田口
	川守田
	石川
	田村
	田ノ上
	沢上
	杉本
	音喜多

	○
	○
	○
	休
	深
	休
	入浴
	準
	C留守
	C留守

	松川
	佐々木
	田中ヒ
	松山
	末政
	
	
	
	
	

	休
	○
	休
	洗濯
	○
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

· 歯科診察ですが、来週、再来週の歯科診察日について、来週12/22は平常通り。再来週は12/27（時間は同じ）に診察されるとの事です。

· 入口から見えるベットの足（布団等で見えなくならないように）に、担送は赤いテープ・護送は白いテープを貼っています。患者様の病棟への移動時や入院時には担送・護送が必ずわかるようにテープを貼っていきましょう。

· フローシート記載時にはリハビリテーションプログラムや作業療法のところは、受け持ちスタッフが必ずチェックし、○だけではなく不参加時には×をつけるよう統一して下さい。

· 隔離や身体拘束を始める時は、本人へ説明・告知したということを経過記録へも記載して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 奥寺　徹様･･･本日13時30分に身体障害者福祉手帳に使用する顔写真を撮るため御家族が　

来院します。１階のセルリアンで撮影したいとのことで、セルリアンで行いますが、離院がないよう、担当についたスタッフは注意して下さい。

＜安ヶ平Ｄｒ診察情報＞

· 坂本　良雄様～経口摂取も問題ないが、摂取カロリーが少ない為、本日の昼よりアイソジェンが各食1本（200ml・300Kcal）となります。経口からの水分補給をすすめてください。水分摂取後の嘔吐や胃部不快感などの腹部症状・バイタルサイン測定していきましょう。

＜点滴処方＞

1 ペンライブ500ml＋ダイビタミックス１A＋ケベラ２A

2 生食100ml＋モダシン１V

3 ペンライブ500ml＋ダイビタミックス１A

4 生食100ml＋モダシン１V

発熱が続いている事から、3日分処方となっています。24時間キープではないです。

＜入院患者様情報＞

小野寺　真由美様～昨日より宗教にのめり込み家を出てしまった事を姑へ謝りたいから帰りたいと、話され、泣き出したり切迫した様子あり、気持ちの揺れが見られている。また、御家族（お父様）へ電話され、面会に来られている。

　　　　　　　　御家族や本人様へ12月18日主治医（川端Dr）との面談であること伝えると、今後について面談を行い、考えていくとの事で納得されている。その後希死的発言や自傷行為はみられなく、自室にて落ち着いて過ごされているが、今後も精神症状に注意・観察・訴え時は傾聴し手行きましょう。

＜新入院患者様情報＞

　中里　祐次郎様（82）主病名：アルツハイマー型認知症　身体合併症：腰部脊柱管狭窄

入院形態：医療保護入院

主治医：田名部Dr　精神保健指定医：安ヶ平Dr

＜臨時薬＞

　①アリセプト（中枢神経用剤）（5）１T

　　バファリン（血液・体液用剤）（81）１T　　１×朝

　②デジレル（精神神経用剤）（25）１T　　　１×夕

　③アモバン（催眠鎮静用剤・抗不安剤）（10）１T

　　デジレル（精神神経用剤）（25）１T　

　　メディピース（精神神経用剤）（0.5）１T　１×vds　　
５日分処方12月16日夕～12月21日朝まで

＜他科薬＞

　　オパルモン１T（
血栓ができるのをおさえる）

　　ノイロトロピン１T（痛みや炎症を抑える）

　　テルネリン１T　　　（筋肉の緊張をとり痛みの症状を抑える）　３×１　　
２８日分1月16日昼～１月１３日夕まで

＜患者様の情報＞

平成18年5月頃、夜間に「男や女が見えたりする」と訴えることがあり抑肝散（漢方薬）の

服薬を開始し、症状は改善する。同年6月、主たる介護者であった妻が大動脈瘤にて八戸赤十字病院へ入院。平成18年6月26日ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ『ふくち』へ入所する。同施設入所後は、脱衣行為・色情行為（女性利用者に性的行為を要求する等）・徘徊・幻覚様訴えが著明にみられていた。又、興奮状態となり、施設内の備品を壊す行為や、介護拒否をし、スタッフの首を絞めようとする行為があった。施設対応困難となり、平成18年12月13日当院を受診し、入院予約を行なう。施設退所手続き等が終了し、入院態勢が整った為、同年12月16日当院へ入院（医療保護入院）となっています。

前傾姿勢の状態の歩行・夜間覚醒時などに転倒しないよう注意し、夜間のせん妄・興

奮や他者とのトラブルがないよう観察していきましょう。













